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アイヌコタンに     が帰ってきた！ 
リトルワールド 学芸通信②（2026 年度） 

これまでのあらすじ 
2017年から 2025 年にわたって、「北海道 アイヌの家」ポロチセ（母屋）の前に君臨

(？)し、ランドマークとして、写真スポットとして人気を集めていたヒグマ人形。長年

の風雨にさらされ、度重なる(一部の心無いイタズラによって)負傷で傷ついていた彼は、ついにウデの

大ケガによって天にめされ、旅立っていました。 

しかし！多くの方々から愛されたことで、天に帰ったのちも「またリトルワールドへ来

たい！」と思ってくれたのでしょう。2026年、ついに転生を果たしたのです！ 

これがニューキムンカムイ(コグマ)だ！ 

コグマ 
キムンカムイ 

黒く輝く 

神秘的な瞳 

シュッとした鼻 

よく聞き取って 

くれそうな耳 

小さくても強そうな手 

筋肉質な足の裏 

若干の哀愁漂う後ろ姿 

日高石 
北海道日高地方の沙流川流域でとれる石の総称

で、石の種類は様々ある。 

写真のこれは角閃石片岩。 

ちなみにこの石の横にある赤い石や、便所手前に

ある石も日高石で、復元時に北海道より運ばれ設

置されたもの。 

爪は隠してもらいました 

アイヌの人びとは、 

ヒグマを山の神 

（キムンカムイ）の 

化身であると 

考えていました 

よ ろ し く ね 
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コグマが登場するまで 
～構想から制作、設置までの裏側をご紹介します～ 

あらたにクマ人形を置くのであれば、「アイヌコタン」の展示空間に

合わせたものにしたいと考えました。 

そこではじめに出た案は、「クマのおり」の中に人形を置くアイデア。

クマのおりは、『イオマンテ』というクマ送りの儀礼に関連した展示

物。おりの中にクマがいることは、かつてのアイヌコタンで見られた

情景であったことから、展示にもふさわしいと考えたのです。 

そこで、学芸員は北海道出張の際に、クマ人形の展示場所について

アイヌ研究者、二風谷協力者の皆さんへ聞き取りを行い、他館のアイ

ヌ文化展示の様子をリサーチしました。ある館では、おりの中にクマ

を置く形で展示をしていました。しかし、太い木組みに遮られ、 

せっかくのクマが気づかれない様子だった事が気になりました。 

この報告を受けて、学芸で再度検討を行いました。 

“人形は展示と関連させ、違和感のないようにしたい！”“コタンの中

に馴染むような情景にしたい！”“見学者の皆さんにふたたび親しん

でもらいたい！”という思いをかなえるにはどうしたらよいか、話し

合いを重ねました。 

検討の結果、「クマのおり」のそばに、“おりに入れる前の赤ちゃんコグマ

がいる”という展示に決まりました。 

かつてのアイヌは、春、冬眠から目覚める頃のクマ猟でコグマをとらえ、

コタンへ連れて帰り、1～2 年程度大切に育て、コグマの魂を天に帰す

儀礼、イオマンテを行いました。コグマは、はじめはコタンの敷地で 

育て、体が大きくなってくるとおりの中に入れて飼いました。 

このことから、おりに入れる前の小さなコグマ人形を制作し、おりのそ

ばに日高石を移設してその上に座らせよう、ということになりました。 

人形制作が決定したあとは、具体的なイメージを固めていきました。 

ヒグマの子は体長がどれくらいか、どんな姿勢をとるか…、国内の

動物園やクマ牧場などの情報も大変参考になりました。 

母屋の前にあった日高石（復元当時、北海道から運ばれてきたもの）

は、修復工事の際に移設しました。 

人形作家と打ち合わせてポーズや顔つきなどを決め、いよいよ制作

がスタート！途中、設置の方法を確認するため、現場でのチェックを

行ったのち、４月下旬に設置作業が行われました。 

構想スタート 

調査と再構想 

制作へ 
←学芸員による 

ラフスケッチ 

人形作家さんの   

スケッチ第１校→ 

事前の現場確認で 

ポーズをとる学芸員↓ 

↑設置作業の様子 


